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労働災害及び職業病の報告に寄与することができる
他の関係者 [3]

\\ 労働者：労働者自身の状況及び同僚の状況に関す
る情報を提供することができる。

\\ 労働組合：各産業の労働災害や職業病に関するデー
タを収集することが非常に多い。

\\ 労働監督官：重大な事故や職業病を調査するほか、
事業場監督により以前に報告されなかった事例を
発見する可能性がある。

\\ 社会保険事業者（健康保険、老齢年金）：職業病の
影響と労災事故の長期的影響に関する関連情報を
受け取る。

\\ 医師、看護師、病院、医療従事者：負傷や職業病
を治療した後で直接情報を提供することができる。

\\ 警察官、緊急サービス：多くの国では、事故、身
体的暴力または過失が発生した場合の対応の最初
の接触点であり、重大な事故の原因究明のための
職場調査に関わっていることが多い。

労働安全衛生データの
収集・活用の
最適化のための情報源

労働災害及び職業病の届出、
データ収集及び分析のため
の国の制度
労働から生ずる、労働に関連して起こる、あるい
は労働の過程で起こる事故及び健康障害を防止する
ため、政府は、最も代表的な使用者団体・労働者団
体と協議の上、労働安全衛生及び労働環境に関する
一貫性のある国家政策を策定し、実施するとともに
定期的に見直しを行わなければならない。この政策
を実効あるものとするため、権限ある機関あるいは
責任ある機関は、使用者（適切な場合には保険機関
あるいは他の関係機関）による労働災害及び職業病
の届出の手続を定め適用しなければならない。そし
て労働災害及び職業病の年次統計を作成しなければ
ならない。[1] 使用者は自ら労働災害及び職業病を
権限ある機関に報告するか、あるいは信頼できる報
告が提出されるよう手配する義務を負っている。国
または民間の労働災害及び職業病に関する補償基金
機関および保険会社は、補償、リハビリ、年金およ
び他の給付のために提出されたそれぞれの事案につ
いて情報の収集・集積の責務を負っている。

その他のデータ源
労働安全衛生のより完全な状況を把握し、現状と
進捗状況を評価するために、各国は、使用者の法的
届出義務から得られる情報を他の情報源から収集し
たデータにより補足すべきである。

可能であれば、異なる情報源から集められたデー
タに基づく統計を調和させるために、国の労働災害
及び職業病の報告制度で使用されているものと同じ
指標を使用すべきである。ILO は、政府の代表者、
労働災害に関する統計の他の作成者、使用者団体及
び労働者団体からなる国レベルでの調整委員会を設
立することを推奨している。[2]
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調査
労働災害、職業病及び労働関連疾病に関する国の
届出制度を通じたデータ収集を補完するため、特別
調査、労働力調査または作業環境調査などの追加
データ収集を行う国もある。[4] 大規模調査の費用
は膨大であるため、各国は国家健康調査や労働力調
査などの主要調査に労働安全衛生関連項目を含めて
行うことが多い。

健康サーベイランスデータ
労働災害及び職業病による死亡および罹患状況を
監視するための労働保健サーベイランスシステム
は、一般的に国の権限ある機関により、労働災害及
び職業病の予防並びに労災補償プログラムの枠組み
の中で確立されている。労働保健サーベイランスの
包括的な制度には、個人および集団の健康評価、業
務上の負傷及び疾病の記録及び届出、重大事故の届
出、調査および検査が含まれる。さらに、他の定例
的な国家的および地域的な健康サーベイランスデー
タ及び行政管理データから、死亡例、負傷及び疾病
の職種及び産業別の分布をはじめとする労働者の健
康関連情報が得られる。これらには、人口統計デー
タ、死亡診断書に基づく死亡データ、病院及びプラ
イマリーヘルスケアの記録、全国保健制度のサーベ
イランスデータ、外傷・疾病（癌を含む）レジストリ、
発がん性物質などへのばく露レジストリ、分析検査
記録、労働監督局・健康監督局によって行われる医
学的検査などがある。

労働監督統計
ILO の労働監督条約、1947 年（第 81 号）によ

ると、加盟国は、労働監督署が労働災害および職業
病の事例を国内法令の定めるところにより届出を受
けるように義務付けられている。労働災害及び職業
病のデータを含む労働監督統計は、労働監督署が監
督活動の戦略的計画、プログラミング、評価を行う
のに役立つ。ILO は、政策決定者、労働監督官そ
の他の労働行政責任者が労働監督データの収集、解
釈、報告をする際に役立つとともに各国の労働監督
機関と他の政府機関及び関連する利害関係者との間
の協力を促進する 2 冊の補完的なガイドを出版し
ている：労働監督統計の調和のためのガイド及び
労働監督統計の収集と活用・簡潔なガイド。

インシデント報告制度
インシデント（負傷を伴わないニアミス）の記録
は、負傷事故の監視から十分なデータが得られない
場合に、有用な情報を提供する。危険有害要因の迅
速な特定、速やかな予防措置の開始、並びに重大な
事故および産業災害の迅速な制御のために開発され
た重大なインシデント報告制度も情報源として使用
できる。ILOの労働安全衛生マネジメントシステム
ガイドラインでは、インシデント（ニアミス）の監
視と記録は、労働安全衛生成績と測定の重要要素で
ある。

持続可能性報告書
近年世界において、日々の活動によって引き起こ
される経済的、環境的、社会的影響を含む持続可能
性報告書を公表している企業、公的機関、及びNGO
も増えている。これらの報告書の多くは、グロー
バル・レポーティング・イニシアティブ（GRI）の
サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン
に準拠するなどの形で労働安全衛生データを含んで
いる。

http://www.ilo.org/dyn/normlex/en/f?p=NORMLEXPUB:12100:::NO:12100:P12100_ILO_CODE:C155:NO
http://www.ilo.org/global/about-the-ilo/how-the-ilo-works/departments-and-offices/governance/labadmin-osh/WCMS_506961/lang--en/index.htm
http://www.ilo.org/labadmin/info/pubs/WCMS_537155/lang--en/index.htm
http://www.ilo.org/safework/info/standards-and-instruments/WCMS_107727/lang--en/index.htm
http://www.ilo.org/safework/info/standards-and-instruments/WCMS_107727/lang--en/index.htm
https://www.globalreporting.org/information/g4/Pages/default.aspx
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ILOSTAT －労働統計の ILOデータベース
ILOSTAT のデータセットには、ILO 年次調査で主
に収集される年次データが含まれている。これには、
ディーセント・ワーク指標を含む幅広いトピックが含
まれている。また、一部の指標については ILOと国連
の推定値と予測が含まれる。

ILOSTATは以下のデータを始めとする労働安全衛生
に関するデータを提供している：

\\ 労働者数 10 万人、100 万人、及び 10 万労働時
間、100 万労働時間当たりの性別、経済活動別、
職業別の死亡及び負傷労働災害数；

\\ 性別、経済活動別及び職業別の労働災害 1件あ
たりの損失日数 ;

\\ 一時的労働能力損失を伴う労働災害について、
性別、経済活動別、及び職業別の損失日数；

\\ 労働監督対象の登録事業場数を始めとする労働
監督統計；性別による労働監督官数；その年の
事業場臨検労働監督数；雇用労働者 10 万人あた
りの監督官数；監督官一人当たりの監督件数。

国際情報源とツール
労働安全衛生データは国によって異なるが、他の
国のデータや国際的な情報は、特に信頼できる国家
統計がない国にとっては非常に価値がある。例えば、
ある国の「産業別平均事故率は自国の予想される事
故数のおおよそのレベルの類推を可能にする（これ
によって過小報告の程度の推定が可能となる）。ILO
統計局は、100 カ国以上の労働災害に関する年次統
計を収集し公表している。これらは、加盟国から提
出される労働災害件数をもとに集計されている。

現在の労働災害統計が不十分であることを踏ま
え、世界の労働災害問題の深刻度に対する認識を高
めるために、ILOは加盟国からの労働災害データと
世界保健機関（WHO）の世界の疾病負荷データに
基づき世界における労働災害及び労働関連疾病の推
計を行っている。[5] 最新の推計は、2017 年 9 月開
催される第 21 回世界労働安全衛生大会において発
表される予定である。

さらに、WHOは、作業環境に起因する疾病の負
担の推定値を公表している。[6]他の研究者らは最近、
職業リスク要因に起因する死亡や疾病負担の推定に
基づいて、ターゲット 8.8（労働者の権利保護と安
全な労働環境の促進）を始めとする国連の持続可能
な開発目標の中の健康関連目標の進捗状況を監視す
る方法を提案している。[7]
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http://www.ilo.org/ilostat/faces/wcnav_defaultSelection?_adf.ctrl-state=w59xdrt8p_120&_afrLoop=3761028848849&_afrWindowMode=0&_afrWindowId=null#!%40%40%3F_afrWindowId%3Dnull%26_afrLoop%3D3761028848849%26_afrWindowMode%3D0%26_adf.ctrl-state%3Dzqqo5u7vq_33
https://www.safety2017singapore.com/
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